
 

 

         学 校 だ よ り 

                                             (３月号) 

 
令和８年 ３月１７日 

 台東区立桜橋中学校 
 校長 関山 康紀 
 

 

卒業おめでとうございます。昔日のこと、そして今の平和を考えて 
                                             校⾧ 関山 康紀 
 

３月２日の全校朝礼で東京大空襲の話をしました。この地域に住むものとしてぜひ知っておいてほし
いと思い、毎年学校だよりや朝礼で話しています。今年はこんな話をしました。 

『今日お話しするのは、いまから８１年前の１９４５年、昭和２０年３月１０日のことです。当時、
日本はアメリカやイギリスなど世界の多くの国との戦争、第２次世界大戦・太平洋戦争を戦っていまし
た。すでに戦局は不利になり、この年の３月からは沖縄での戦い、８月には２回の原爆投下があり８月
１５日の終戦を迎える、その少し前です。 

３月９日深夜から１０日未明にかけて東京は激しい爆撃、空襲を受けました。 
戦争はいつでも悲惨さや残酷さをもたらしますが、この日の空襲もその一つです。この３月１０日よ

り前から、すでに日本は何度も空襲を受けていたのですが、それまでの空襲のほとんどは兵器工場や軍
の基地など軍事的な目標にたいする空襲でした。 

ところが、この日の空襲は違いました。東京の下町地区、民間人の居住地域、密集地域である、台東
区、中央区、墨田区を中心とする地域が目標とされました。当時この一帯は木造住宅が多いため、通常
の爆弾ではなく、焼夷弾という、ゴムや油を混ぜて燃えやすくしたものを広くまき散らす爆弾を使うこ
とで、より広い地域、より多くの建物を効果的に火災にすることを目標とした空襲でした。 

さらに、これらの目標地区を囲い込むように周囲から中心に向けて火災を起こしました。まさにより
多くの被害者を出すための空襲となりました。 

この空襲で下町一帯は一夜にして焼け野原となり、街なかはもちろん、隅田川も多くのご遺体でいっ
ぱいになりました。先生の家の近く浜町の明治座の地下は避難場所、防空壕になっていたのですが、数
百人の人がその中で焼け死んでしまいました。一晩で８万人とも１０万人ともいわれる死者が出た空襲
でした。 

多くの被害者が出たことから、台東区内でも隅田公園や上野公園、入谷などに、また他にも中央区や
墨田区などにも慰霊碑があります。 

日本ではこの戦争の反省から、戦争を起こさないという憲法を定め、平和な国づくりを目指して、現
在に至っています。一方、今、世界ではウクライナやイスラエルなどで戦争が続いています。』 
さて、まもなく卒業式・修了式を迎えます。保護者の皆様、この１年、学校へのご協力とご支援いただ
き、誠にありがとうございました。特に３年生の保護者の皆様、３年間にわたってのご理解とご協力、
ご支援に深く感謝申し上げます。ご卒業おめでとうございます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



◆ 学校生活の様子 ◆ 
☆ 国際交流音楽鑑賞会       ２・３年生合同百人一首 今年度最後の生徒会朝礼 

３年生 学年レクレーション   ３年生 ＨＩＶ講演会        卒業式予行     

 
◆ 表彰 ◆

 

 

◆ 情報配信システム「スクリレ」による連絡について ◆ 

☆ 学校行事、悪天候時の対応、感染症の状況等、学校およびＰＴＡから緊急の連絡をさせて 

  いただくことがあります。 
☆ 欠席・遅刻の連絡は「スクリレ」にて、８：００までにご入力ください。 
 
※ 担任、学年から電話で連絡させていただくことがございます。 


